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1. 目的  

 小学校のPTAの父兄から、福島県、宮城県で生産された牛乳を加工した乳製品の安全性についての問い

合わせがあり、調査した。 
 
2. 方法 

 ５つの会社の乳製品の放射性セシウムの比放射能をGe検出器で測定した。製品の購入日は平成２４年２

月２２日で測定は２月２３日に行った。 
 
3．結果（平成２４年３月１日発表） 

下表に、測定結果を示す。すべての牛乳が検出限界値以下であった。MM牛乳とDY牛乳が宮城県又は福

島県産の牛乳を使用したものである。 
 

 
 

表１ 各メーカーの牛乳製品中の放射性セシウムの比放射能 
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